
 

1 はじめに 

平成 28 年度の講師研究事業で実施された「企業ニ

ーズ調査」の結果において,産業デザイン科プロダク

トデザイン分野専攻卒業生の,「品質管理」及び「生

産工学」に関する知識不足が指摘されている． 

当研究では,上記２つの知識に関する当校産業デザ

イン科の訓練内容と,企業の生産現場で求められる内

容との差異について調査し,その結果を基に訓練内容

を見直すことを目的とする． 

2 研究の概要 

平成 29 年度の本研究では「品質管理」及び「生産

工学」について以下の2点についての調査を実施した． 

１ 産業デザイン科と他科との授業内容の違いについ

て,シラバス及び各科のカリキュラムを比較 

２ 主な産業デザイン科卒業生の就職先企業において,

具体的な仕事内容及び実務で求められる「品質管理」

「生産工学」について聞き取り調査 

 その後,今年度研究においては産業デザイン科プロ

ダクトデザイン分野専攻における必要なカリキュラム

内容の改善すべき点の抽出を行い,改善したカリキュ

ラムの試行を行った． 

また,調査にあたり他大学については単位数及び内

容も異なることが想定できるため,調査対象からはず

した． 

3 調査結果 

3.1 校内の５科におけるカリキュラムの違い 

「生産工学」についてシラバスを比較した結果,各

科の実状に応じて重視している内容に違いはあるもの

の,就職先企業と業務内容が類似する生産技術科・制

御技術科・産業デザイン科においては大きな違いはな

いことがわかった．(表1参照)  

 

学科名 シラバスの主な内容 

産業デザイン科 生産システム、生産計画、ISOについて 

生産技術科 生産・工程管理、組織、＋品質管理 

制御技術科 生産活動、コスト管理、＋品質管理 

電子技術科 作業分析、ISO14000の知識 

情報技術科 作業分析、ISO14000の知識 

一方「品質管理」は,他科とは大きく異なる内容で

あった． 

他科では,製造工程や製品に対する品質向上手法や

測定による評価手法を教えている．一方産業デザイン

科ではデザイン品質の向上に必要な手法について,デ

ィスカッションや評価手法,さらには依頼者に正確に

伝えるため,プレゼンテーション品質を高める実習形

式の授業も盛り込んだ内容としており,担当する講師

も美術大学での講師経験者が行なうなど, 産業デザイ

ン科特有の内容,運営となっていることがわかった． 

(表2参照) 

 

学科名 シラバスの主な内容 

産業デザイン科 ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ･ﾌ゚ ﾚｾ゙ ﾝﾃー ｼｮﾝ品質の向上 

生産技術科(※) 資材・運搬管理、環境管理 

制御技術科(※) 不良品低減、納期管理 

電子技術科 品質保証・ISO9000の知識 

情報技術科 品質保証・ISO9000の知識 

(※)品質管理の内容を生産工学の中で実施 

 

3.2 就職先企業で求められる知識について 

聞き取り調査については,プロダクトデザイン分野

の求人があり,過去卒業生の就職実績がある企業につ

いて直接訪問することにより実施した． 

訪問企業は「企業ニーズ調査」の集計結果から「品

質管理」「生産工学」について入社時に必要と回答し

た企業と卒業生の能力について評価が低かった 3 社,

さらに無回答ではあるが採用職種がデザインに深くか

かわっている3社を加え,合計6社とした．(表3参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 「品質管理」の内容比較 

プロダクトデザイン分野の訓練内容についての研究 [２] 
～デザイン科の学生に必要な品質管理及び生産工学の知識向上について～  

     

 
   産 業 デ ザ イ ン 科  小 野  勝  荒 川  竜 輔  

          

表 3 就職先企業への訪問結果 

表1 「生産工学」の内容比較 

 

各企業が求める人材について（専
門性・履修科目）

その部署で求められる品質管理・
生産管理能力について

Ａ社
自動車造形
モデルの製
作

依頼者の職種によって仕事に求め
る内容や精度が異なるので技術的
には不要。デザイン科では、専門
分野を超えていろんなものを見せ
て、興味を持たせる授業を行って
ほしい。

製品仕様書と会社間で共有する
ルールブックに沿って仕上げるこ
とが必要。（5～10年で身に付け
る）そのためには粘り強くあきら
めない姿勢が大切。（一生懸命作
業を行う姿勢を求めるため、学校
の勉強を努力して良い成績で卒業
してほしい）

Ｂ社
自動車部品
及び電子機
器の設計

ＣＡＤを使って3Dモデリングがで
きる人材
モノの形の意味が分かる人材

品質管理、生産管理については、
全て入社後ＯＪＴで対応している
ので学校側への入社前の教育内容
についての要望は特にない。

Ｃ社
自動車デジ
タルモデル
製作

２年前からCADデザイン部門は、現
場からの要望で４年制大学卒しか
採用しなくなった。

必要があれば社内の研修プログラ
ムで対応できるので、入社時に
「これが出来ないと困る」という
ことはない。

Ｄ社 モデル試作

仕事内容が多岐にわたり、「こ
れ」ということは難しい。
様々な要求に合わせられる柔軟な
姿勢が必要。

量産品ではなく試作品は一品もの
であるため、量産企業で求める品
質管理や生産工学の内容とは異な
り、ひとつづつ必要なものが異な
る。

Ｅ社

自動車デザ
インデジタ
ルデータ製
作

図面・作図の知識
デザイナーとモデラーをハンドリ
ングする能力

Ｆ社
機械設計／
モデリング

機械設計の基本的な知識と何か１
つでもＣＡＤが使えれば有り難
い。

派遣先の企業によっても変わる
が、大きく分けて①プログラミン
グ②デザイン③機械加工の３分野
に分かれる。デザイン科の学生に
はデザインに関する品質管理能力
を求めます。

企業名 採用職種

質問事項



聞き取りの結果,入社後,配属先部署で求められる

「品質管理・生産工学能力」についての回答を総括す

ると以下の3点であった． 

① デザイナーと生産（製作）側のコーディネートが

で きること（３社） 

② 入社後自社の実情に合わせたＯＪＴを行うので現

在の卒業生の水準で問題ない．（２社） 

③ ルールブックに沿って業務を遂行する姿勢や努力

ができること（１社） 

上記①に関し,現在の産業デザイン科の「プレゼン

ツール制作実習(PD)」の授業においてデザインと加工

の両方を体験することで対応している． 

また,②③については当科の実習がデザインの目標

や設計要件を明示することで,学生自ら積極的に取り

組む姿勢が見られることから,現状の授業運営により

企業の要望に対応できると推察できる． 

4 改善内容 

調査を通じて,「入社後５～１０年で身に付けるこ

とであり,粘り強く努力を続けることが大切」のよう

な企業の意見があったことから,当科に求められる水

準は卒業時だけでなく,仕事を通して高い水準に到達

するための能力であることが分かった． 

そのため,授業内容については定期的に見直しが必

要であるとともに,デザイン品質を高める努力を継続

する力の育成が大切であると思われる． 

そのための方策として今年度は以下の２点を目標に

実習の中で試行した． 

①  クレイモデルの寸法精度向上 

②  スケッチレベルの平準化 

5 施行 

5.1 クレイモデルの寸法精度向上 

クレイモデルを制作し,造形提案を行う実習内で,三

次元モデル測定器を使用し,精度向上を目指した． 

同測定器は以前から活用していたが,全ての学生に

使用することを必須とし,全体の精度向上を目指し,昨

年度の制作物と比較することにした．具体的には,左

右対称形状の場合,片面を完成させ対面も同一形状に

仕上げるため, 断面形状の左右対称点のｚ軸方向の差

異が最も大きい値を測定した.(図１参照) 

なお,今年度のモデルは授業スケジュールの都合か

ら,平成31年3月1日に完成予定であるため,測定によ

る検証はその後行う予定である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 スケッチレベルの平準化 

 昨年度より市販の書籍から,初歩的なドローイング

の見本を選び,学生に模写をしてもらうことを推奨し

ていたが,今年度から描いた作品について職員により

添削を行うことにした．それを７回繰り返しスケッチ

レベルの向上を目指した． 

 その結果,全体として表現レベルの向上（パースの

狂いやスピード）に変化が見られ,担当職員の聞き取

りでは概ねレベルの向上が見られた．（図2参照） 

 

 

 

 

 

 

 

6 考察 

 年毎に入学する学生の意欲等に違いはあるものの,

施行後はスキルアップの成果が見られた．しかし,ど

ちらも通常のカリキュラムに新たな課題などを追加し

た形での試行となったため,学生は時間外で課題をこ

なす様子も見られた． 

今後はカリキュラムを精査し授業時間内で完結でき

るよう更なる改善を行いたい． 

7 終わりに 

当研究を通し,調査に協力していただいた各企業担

当者様,及び校内関係者に深く感謝します． 
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練習後 練習前 

図１ H29クレイモデルの精度 

図２ スケッチ練習の成果 


